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【論 文 】

事務系オフィス(一つ の 「社会 システム」)に おける紙類の

流れに着 目した環境監査の実施 とその方法論に関す る研究

早 瀬 光 司*・ 赤 井 裕*・ 八 太 昭 道**・ 和 田 英 樹**

【要 旨】 ある事務系オフィス(一 つの 「社会システム」)を 環境監査の実験系として選択 し,導 入と

送出の実態監査を実施 し,「系」 と 「環境」 とを明確に区分 した具体的な方法論による環境監査の一

つのモデルを提示 した。

事務系オフィスにおいて,導 入部として導入資料(持 ち込む書類など),コ ピー用紙,お よび配送物,

送出部として,知 的生産物(報 告資料など),資 源化される紙類,お よび焼却される紙類について,重

量をその細目別に1993年11月5-12日 の期間に実測した。系内の代謝 ・滞留部 としては,う ら紙の発

生量と使用量を細目毎に計測した。実測されたデータをもとに,環 境監査の基礎的かっ基本的なデータ

となる環境収支簿記を作成 した。 これは 「社会 システム」へ導入 ・送出される物質 ・エネルギーの総量

と質の内訳を示す 「物質 とエネルギーの収支計算書」といえるが,財 務監査の損益計算書に対応するも

のである。

この環境収支簿記をもとにして,本 実験系と環境との関わり方の実態を明らかにし,環 境負荷低減の

ための提案を行った。この簿記はある特定の 「社会システム」にのみ限定される特殊な表で はなく,世

界中の一般的な事業所すべてに当てはまる共通性をもったモデルであることを示 した。

キーワー ド:環 境監査,系 と環境,社 会システム,導 入部と送出部,環 境収支簿記

1.は じ め に

1.1環 境監査のこれまで

環境監査とは一一般的に 「企業等の組織体の行為が与え

る環境負荷実態を評価するために,そ の組織体の経営主

体が自ら行う一連の諸活動のことである」といえるが,

現在のところその具体的な監査手法や役割について,共

通の理解は得 られていない1)。これまで環境監査と呼ば

れてきたものには,国 際商業会議所2),EC(1990年 当

時),エ ル ムウッド研究所3),米 国 のスーパーファン ド

法などによるものがあった。 現在は,欧 州連合(EU)

によって 「環境管理 ・環境監査要項」が公布されその施

行 が準備 され つつ ある4,5)。ま た,国 際標準 化機 構

(ISO)に よ っても環境監査の国際的な規格化が進めら

れ,第207技 術委員会を設置し標準化作業が開始されて

いる。

一・方日本国内では
,1991年4月 に経団連による 「地

球環境憲章」の発表,一 部の電機関連業界での積極的な

活動6),環 境監査研究会,環 境監査協会等の活発な展開

もあるが,ほ かは全般的に,環 境監査に関する関心 ・認

識の程度は比較的低いのが現状である。

1.2環 境監査における理念

環境監査という考え方が出されてきた背景には,環 境

問題が排出基準の遵守などといった観点から地球的 ・長

期的な観点7)の問題へと拡がるにつれて,地 球環境に汚

染負荷を与えている活動主体そのもの(主 に企業体)を

調査 ・検証することの重要性が認識されてきたことがあ

る。 したがってこれからは,製 品を生産する段階での原

材料の導入がどれだけ環境負荷を与えたか?ま た,生
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産された製品が最終的にどのような環境負荷を起 こす

か?さ らに,廃 棄物についても,地 球レベルでの廃棄

物の受容体(大 気圏,水 圏,地 圏)に 対 してどれだけの

環境負荷を与えたか?な ど,地 球をごみ捨て場にしな

い8),エ コ ロジカルな低エントロピー型社会を目指す観

点9)が環境監査において必要とされる。

そこで環境監査における基本的な理念としては,ま ず

「系」と 「環境」 とを明確に区分することから出発 し10),

本論では,「 企業等を含む組織体」 を一つの系として扱

い,こ の系を 「社会システム」と呼ぶことにする。この

一つ の系 「社会システム」の外側 にあるものすべてが

「環境」 に相当する。 この 「社会 システム」 という語は

適宜,企 業体,国 家,自 治体,学 校,家 庭,個 人などの

語で置き換えて考えることがで きる。「社会システム」

がその周囲 「環境」 に与えている影響,す なわち,「 社

会システム」と 「環境」との関わり方を具体的,数 量的,

実証的に明 らかにすることが環境監査の第一歩である。

「社会 システム」とその 「環境」との関わり方を一般的,

簡潔に表わしたのがFig.1で あ る。

すなわち,「 社会 システム」 はその 「環境」か ら,資

源として(低 エンhロ ピーな)原 材料 ・エネルギーを導

入 し,系 内における加工 ・生産によりその原材料 ・エネ

ルギーを使用 ・代謝 し,そ の後,系 外の 「環境」へ(低

エントロピーな)生 産物および(高 エントロピーな)廃

物 ・廃熱 として,送 出している。 ここで注目すべき点は,

送 出部のみならず,導 入部における環境負荷も同様に重

要な指標として認識しなければならないことである。

環境監査は,そ の対象の相異により,サ イト(site)

監査 とアイテム(item)監 査 とに大 きく二分される。

サイ ト監査とは,工 場や事業所,事 務所など固定的な建

物や敷地が監査の中心 となり,ア イテム監査とは,テ レ

ビとか自動車とかの一つ の商品に着 目して行 う監査であ

り,LCAは アイテム監査の一一種である。本研究ではサ

イト監査を行う。

1.3本 研 究の目的

本研究では,環 境監査を初めて実施する企業に対 して,

いかなる理念を立て,ど のような段階を経て実態調査を

実行 していけば良いのか,そ の具体的な方法論を確立 し,

環境監査の実績をわか りやす く提示 し,環 境監査実施の

一つのモデルを提供することを目的とする。具体的には,

環境監査の対象企業 として事務系オフィスの中から株式

会社オストランド(東 京都新宿区)を 選び,実 態調査を

実施する。計測項目としては,紙 類,食 品類,電 力,水,

その他実測可能な限りのあらゆるものを測定 したが,本

論文では対象企業の業務に深 く関わるものとして,紙 類

の流れについて報告する。特に,う ら紙の発生量,使 用

量を実測することは本研究の重要な柱の一つである。環

境監査に関して多くの概説がなされているが,環 境監査

の具体的な事例を詳細に報告した例は少ないので10-12),

本研究のような実態調査の具体的 ・綿密な報告は貴重で

ある。本研究が,こ れか ら世界各地 ・各業界で環境監査

の実施例が報告されるようになる,そ の先駆けとなれれ

ば幸いである。

2.実 験

2.1環 境監査進行の流れ

Tablelに 今回の環境監査について,実 施の決定か ら

環境管理の構想 ・提言までの監査進行の全体的な流れ図

Fig.1 Basic concept of“system and environment”

forEnvironmentalAudit.

Tablel Flowchart of Performing the Environ-

mental Audit.
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を表 した。予備実験,企 業訪問から調査票の作成,実 態

調査の実施,ヒ ア リング,デ ータ解析,環 境管理の構

想 ・提言まで進行 し,再 び環境監査に至るのであるが,

これらの手順や手法は著者らによって独 自に開発された

ものであった。また,環 境監査の実施に関 して,ト ップ

の協力が不可欠であるということは良 くいわれることで

あるが,本 研究においてもトップか らの全面的な協力が

あり環境監査は初めか ら終わりまで順調に進行できた。

環境監査において,企 業 トップの環境問題に対する積極

的な認識が重要であることが,実 際に実施してみること

により再確認された。

2.2具 体 的な計測方法

導入部,系 内の流れ,送 出部の各部における紙類の測

定は調査票に基づいて行ったが導入部では,導 入資料

(社員が自ら社内に持ち込む情報資料),配 送物,コ ピー

用紙の3項 目に,系 内の流れでは,う ら紙の発生 と使用

の2項 目に,送 出部では知的生産物(社 員が社内から持

ち出す情報生産物を指し,具 体的には,依 頼を受けた地

方自治体や企業等への報告書,計 画書,見 積 り書,パ ン

フレットやレポー トなどをいう),焼 却される紙屑,紙

資源 ごみの3項 目に大きく分類された。このうち,導 入

資料,配 送物,知 的生産物についてはオストランド社の

社員が社を出入りするその都度調査票に必要事項を記入

した。紙屑と紙資源ごみについては社員の大半が帰社 し

た後,監 査人が分別し測定した。 コピー用紙は監査人が

社員の出社前にサイズ別(A3,A4,B4,B5)と 質

別(上 質紙,再 生紙)に 残量を測定 して必要事項を調査

票に記入 し,前 日との差から使用量を算出した。オスト

ランド社に届けられる配送物はすべて一旦総務部に届け

られるので,総 務部で配送物が届 く度に計量 して必要事

項を調査票に記入 した。

うら紙は発生量と使用量の両方を求めるため,発 生 し

たうら紙を入れる箱と,使 用するためにうら紙を取り出

す箱との2種 類の箱をサイズ別(A3,A4,B4,B

5)と 質別(上 質紙,再 生紙)に 作成 し,計16箱 を各

グループ毎に用意した。 うら紙の測定 もコピー用紙 と同

様に社員の出社前に,サ イズ別,質 別に測定 し,前 日と

の差から計算 した。なお,う ら紙に関する社員の協力事

項について,特 に注意する点が2点 あり,そ れは以下の

ようであった。

1.退 社時に机上にうら紙が残 らないようにした。

つまり,そ の日に生 じたうら紙は 「発生の箱」に入

れ,「 使用の箱」 から取 り出しその日に使用しな

かったうら紙 は 「使用の箱」に戻 した。

2.机 上で発生 したうら紙をそのまま使用 しないよう

にした。つ まり,発 生 したうら紙は 「発生の箱」

に入れ,「 使用の箱」 か ら別のうら紙を取り出 し

て使用 した。これにより,う ら紙の発生量と使用

量を正確に区分 して計測することができた。

3.結 果 と 考 察

3.1導 入 部

導入部の3項 目[導 入資料,配 送物,コ ピー用紙(そ

の内訳として上質紙と再生紙)]につ いて,監 査期間一

週間の経時変化をFig.2に 示 した。 導入資料(Incom

-ing material)と 配送物(Delivery matter)に つ いて

は両者とも週の初めには少なく,週 の終わりに向けて増

加 していく傾向が見られ,両 者の重量は近い値を示 した。

Fig.2 Daily Change of the lncoming Papers .(virgin paper+recycled paper=copy paper)
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導入資料や配送物の情報を加工 してコピー用紙に書 き表

していくわけであるが,使 用されたコピー用紙はその絶

対値が大きく,配 送物や導入資料の数倍か ら十数倍にお

よび,コ ピー用紙が大量に使用されていることがわかっ

た。また,使 用されるコピー用紙の経時変化は,月 曜日

に少なく火曜日に急上昇のピークがあり,週 末に向かっ

て減少していったが,こ れが特に一般的な傾向であるの

かどうかを知るには,う ら紙の使用の仕方と比較したり

することが有効であるかもしれない。コピー用紙の内訳

として,上 質紙,再 生紙ともその変化の仕方はコピー用

紙全体の傾向と一致 しており,ま た,そ の使用量の絶対

値 も両者はほぼ等 しく,上 質紙 と再生紙 とが同じ程度に

使用されたことが認められた。 しかし.,上質紙の使用を

中止してすべてを再生紙に置き換え られれば,そ れだけ

環境への負荷は小さくなるので,そ のための方策を考え

なければならないであろう。

オス トランド社におけるコピー用紙の導入量を求める

場合,経 理記録から導入量を算出することもできる。1

年 間の経理記録から求めた1週 間あたりのコピー用紙導

入量と,監 査期間中に測定 した実測値とを比較すると,

上質紙,再 生紙とも監査期間中の実測使用量と,1年 間

の購入量から求めた1週 間の平均使用量はほぼ等 しい値

となった。 このことから監査期間における紙類の使用量

が平常 と変わりなかったことがわかり,ま た,監 査期間

中に限って,意 識的に紙類の使用量を増減したというこ

とはなかったと認め られる。さらに,一 週間毎のコピー

枚数をコピー機に内蔵されているカウンタで12月 末ま

で継続調査 し,監 査測定期間のコピー枚数と比較 した。

最大20,960枚/週,最 小11,146枚/週 と,週 により2

倍近 く差があったが,監 査を行 った11/8か らの1週 間

は16,626枚/週 で あり,継 続調査 した8週 間平均の

15,015枚/週 よ り1割 多いだけだった。 この ことから

も本監査期間における紙類の使用量が平常 と変わ りな

かったことが確認された。

Fig.3に 監査期間の一週間に配送されてきた配送物

について,そ の内訳[封 書類(Envelope),小 包類(Pac-

kage),返 送 されてきたアンケー ト類(Questionnaire),

新聞(Newspaper),折 り込み広告類(Leaflet),]を

重量で表 した。配送物というものはその性格上一方的に

送 られてくるものであり,受 け取 り側でこれを直ちに制

御するのは困難なものである。封書類が一番多く,こ れ

だけで配送物の63%を 占めていた。今回の測定ではそ

の内容物にまでの調査は行わなかったが,各 種の書類や

書籍その他が含まれていた。新聞類は一般的な情報源で

あり,ア ンケー ト類は社に固有の情報源である。小包類

も必要な情報 に関わるものである。折 り込み広告類は一

方的に送 られて くるものであり,情 報としての価値は殆

どなく廃棄物にしかならないものであるが,意 外にその

割合は小さく(3%)そ の削減効果は余 り期待できない。

3.2系 内部

監査期間中に発生 したうら紙および,使 用された うら

紙それぞれの経時変化をFig.4に 棒 グラフで示 した。

使用 したうら紙の量は火曜 日に最大値を示 し,週 末に向

かって減少 した。この傾向はFig.2に お けるコピー用

紙使用量の一週間の変化とぴったり一致していた。これ

は紙類の使用のし方が曜日に大きく依存 していることを

表 し,し か もそれが新 しい紙を使用するかうら紙を使用

するかに因 らないことが示された。一方,発 生 したうら

紙の量は月曜 日から木曜 日にかけて漸増 し,金 曜日に大

きく減少 した。これは火曜日に多 く使用されたコピー用

紙(Fig.2参 照)が 水,木 曜日に うら紙 とな って排出

されてきたことが考えられる。一週間を通 してのうら紙

の発生量は8,252gで あ り,使 用量は10,235gで あ った、

若干使用量の方がオーバーしているが,ほ ぼ同量であり,

うら紙がうまく循環 して有効に使用されていることが認

あられた。使用量が若干オーバーしている分については,

前の週までに蓄積されていたうら紙の分を使用すること

で補うことができる。図には示さなかったが,う ら紙の

発生量では,上 質紙,再 生紙ともほぼ同量であるが,う

ら紙の使用量では,上 質紙の方が再生紙の約2倍 を示 し

ており,オ ストランド社ではうら紙を使用する場合再生

紙よりも上質紙を選択的に使用する傾向のあることがわ

かった。

さて,代 謝つまり系の内部における紙類の大きな流れ

はうら紙Boxへ の出入 りである。それは,一 旦不要な

紙 として各人の仕事場か ら系内のうら紙Boxへ 排 出し

FiG.3 Measured Values of all the Delivery Matters.
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Fig.4Daily Change of one Sided Papersboth Produced and Consumed .

た紙類を,再 び有価物(必 要な紙類)と して各人の仕事

場 に取 り入れる系内の流れである。うら紙 はうら紙

Boxに 排 出された時と再び仕事場 に取 り入れられる時

とでは,う ら紙の紙質そのものには相違はない。ただ,

うら紙Boxと い うストックを通ると不要な紙が必要な

紙へと転 じるのである。不要物に何 らかのエネルギーを

加えて必要物に転化させたわけではなく,紙 の持っ使用

目的が「情報が既に書き込まれている」=「 既使用」か

ら 「情報を新たに書き加えられる」=「 未使用」と変化

したのである。ここに環境負荷低減の鍵がある。会議等

で使用した書類や校正などに使用した片面印刷のコピー

用紙は不要になると仕事場から排出されるが,資 源 ごみ

としてオフィス(系)の 外へ排出されるのではなく,オ

フィス内に用意 したうら紙Boxへ 出 される。 この用紙

は片面がすでに他の用途に使用されているので,知 的生

産物の紙類として送出することは通常はできないが,社

内の別の用途には使用可能であり再びデータの打ち出し

やメモ等に使用できる。 この後,両 面使用されて既使用

の両面 とも情報 としての価値がなくなれば,通 常は資源

ごみとして排出される。 しかし,両 面 とも情報 としての

価値がない場合で も,伝 票を張 り付けて伝票の整理など

に使用 したり,ラ ンチョンマットとして使ったりするこ

とも可能であり,充 分に使い切ってか ら排出することが

大切である。

このようにうら紙Boxを 各 グループで用意 し,う ら

紙をいっでも誰にでも使用できる状態にすることによっ

て,知 的生産物にはコピー用紙を,社 内向けの書類の打

ち出しや下書 きにはうら紙をというように効率良 く,使

用目的にあった紙の選択 ・使用が可能となり,余 分な紙

の導入,排 出を抑制できる。うら紙を代謝 ・滞留させな

ければ,仕 事場で使用されたうら紙の量と同量の新たな

コピー用紙を導入 しなければならず,ま た,発 生 したう

ら紙の分が資源 ごみとして余計に排出されることになる。

このようにうら紙を使用することにより,そ の社会 シス

テムは余分な環境負荷を抑制することがで きる。導入,

排出の量を小さく押さえるということが環境に与える負

荷を小さくすることに極めて効果的である。

3.3送 出部

図は省略するが,送 出部の3項 目[知 的生産物,資 源

化される紙類・焼却される紙類]の 一週間の経時変化を

みると,3項 目とも一週間に渡 って,殆 ど変化がなく一

定で しかもほぼ1:1:1の 比 になっていた。生産物:

資源化紙類:焼 却紙類の比が111:1に ほぼ等 しいと

いう現象は大変興味深い事実であり,他 の 「社会システ

ム」におけるこれらの比を今後計測していきたい。Fig.

5に 資源化される紙類の内訳[雑 誌,上 質紙(Virgin

Fig.5 Measured Weights of all the Outgoing Pa-

pers.
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paper),再 生紙(Recycled paper),新 聞紙(Newspa-

per),段 ボール類(Card board),折 り込み広告類(Leaf-

let)]お よび,焼 却される紙類の一週間に排出された総

量を円グラフで示 した。これは,一 般的にいわれている,

ごみの組成分析に相当し,ご みの組成分析も環境監査で

はその一要素になっている。新聞紙と折り込み広告類は

導入部での総計 と全 く一・致 していた。段ボール類は導入

部での態様 としては,小 包類やコピー用紙の箱等であり,

これらが使用された後に不要物 となって排出されてきた

ものである。新聞紙,雑 誌等の物品は導入時に必要物 と

して入ってきたものであるから,こ れらを削減する効果

は余 り期待できないかもしれない。また,資 源化される

紙類のうち,上 質紙 と再生紙を比較すると,上 質紙の方

が再生紙の1.6倍 にな っていた。一方,焼 却 される紙類

については資源化される紙類の約70%を 示 し,大 きす

ぎるようにも思われるので,可 能な限り紙 として再生さ

れることが望ましい。 したがって,焼 却される紙類の組

成を調べ,ど れくらい資源化される紙類として排出する

ことができるかを今後考える必要がある。

3.4導 入物,送 出物と知的生産物との比較

知的生産物とは,社 員が様々な資料をもとに産み出し

た情報に関わる生産物,製 品であって,系 としてオスト

ランド社が存在 している存在理由そのものでもあり,系

にとっては不可欠のものである。この生産のために,多

くの導入物を系内に導入し,系 外へごみ類を排出してい

るのである。Fig.6に 環境監査期間における知的生産

物,導 入資料,導 入物総量(Total input)お よび送出

物総量(Total output)に っ いての経時変化を示 した。

導入資料は知的生産物 と良く似た経時変化を示 し,重 量

的には知的生産物のほぼ半分であった。導入資料は知的

生産物を産み出すための情報として必要なものであり,

オス トランド社では紙に載った上での情報量としてみる

と,導 入資料の約1.8倍 の情報量に変換 して知的生産物

を系外に送出していることになる。

一方,知 的生産物と送出物総量とを比較すると,送 出

物総量の経時変化に若干の上下動の相違があるが,概 ね

類似 した経時変化を示 している。その重量を比べると,

送 出物総量の方が知的生産物に対 して約2～4倍 の値に

なっている。 これは知的生産物1単 位を産出するために

その2～4単 位の紙類の送出を必要 としていることにな

る。知的生産物と導入物総量との比較においては,導 入

物総量は火曜日にピークがあり,週 末に向かって減少 し・

知的生産物の経時変化とは異なっていたが,導 入物総量

はコピー用紙の使用量の影響を大きく受けているものと

思われる(Fig.2参 照)。 重量の比較では,日 により相

違があり3～11倍 の開きが認め られた。 これは知的生

産物1単 位を産み出すためにその重量の3～11倍 の資

料や用紙などの紙類が系外から導入される必要があるこ

とを意味 している。1単 位の知的生産物を産み出すため

に,2～4単 位の送出物および,3～11単 位の導入物

を必要としていたが,こ れをどの程度減 らすことができ

るかを探り,そ のためにはどのようにシステムを改善 し

ていくことができるかが今後の検討課題であろう。また,

他 の多 くの事務系オフィスにおいても上記のようなデー

タが計測され,公 表されれば,比 較検討することができ,

大変興味深 く有意義であろう。

Fig.6 Daily Change of lncoming Material,Informative Product, Totallnput and Total Output.
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3.5環 境収支簿記と流れ図

すでに述べたように,組 織体 ・企業体などの 「社会シ

ステム」がその 「環境」とどのように関わっているかの

実態を把握す るためには,そ の 「社会 システム」へ導

入 ・送出される物質 ・エネルギーの総量 と質の内訳を知

ることが第一になされねばならない。 これは 「系」 と

「環境」 との間でやりとりされる物質とエネルギーの収

支計算をすることであり,環 境監査の基礎的かっ基本的

なデータとなる。これは 「物質とエネルギーの収支計算

書」といえるが,こ れを財務監査 と対照す るな らば,

「系」の,一 定期間における外部(環 境)と やりとりさ

れる収入と支出の財貨総量を勘定する損益計算書に対応

するといえよう。環境監査においても,「社会 システム」

のそのような具体的な収支実態がまず正確に把握される

ことが,改 善 ・是正措置の前提となる。このような 「物

質とエネルギーの収支計算書」を,こ こでは 「環境収支

簿記」と名付けることにする。

代表例 としてTable2に11月11日(木)に おける

オストランド社の紙類の環境収支簿記を示 した。 この簿

記は導入部,系 内,送 出部の三部から成 っている。 これ

は基本的で充分な構成要素である。一般的な事業所にお

いて,物 質やエネルギーについて,そ れらの動きは基本

的に上記三部のどれかに記載できるはずである(上 記三

部をさらに細分化することは可能である)。 したがって,

導入部,系 内,送 出部という三部に分けることを基本と

して構成したこの簿記は,オ ストランド社に限定される

.特 殊な表ではなく,一 般的な事業所であればどこにでも

当てはめることのできる,共 通性をもったモデルである。

この環境収支簿記をもとにして,系 における紙類の流れ

をFig.7に 作成 した。 この図により業務に関わる紙類

の,系 と環境との間における流れが一目瞭然となり,環

境監査における環境収支簿記の重要性が明確に示された。

Fig.7の11月11日(木)に お い て,導 入 資 料 と知

的 生 産 物 は比 較 的 近 い重 量 値(2.5kgと2.8kg)を 示 し,

新 聞 紙 と折 り込 み 広 告 類 はそ の 導 入 量 と送 出 量 とが 一 致

した。 使 用 され た コ ピー用 紙 の14.5kgに 対 して,送 出

さ れ た紙 類 の総 量 が6.5kg(知 的生 産 物:2.8kg,資 源

化 さ れ る紙 類:1.3kg,焼 却 さ れ る紙 類:2.5kg)に し

か な らな い の は,そ の多 くが社 内(系 内)に 何 らか の形

で ス トック され て い る た め と考 え られ る。 さ らに,う ら

紙 につ いて は,2,310gの う ら紙 が 発 生 し,1,407gの う

ら紙 が 使 用 され た こ とが わ か る。 これ が,も しも う ら紙

を ス トッ ク し使 用 しな い シ ステ ムの場 合 で あ る と,発 生

Fig.7 Flowchart of the Papers on 11th November .
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した2,310gの うら紙 は資源化される紙類として排出さ

れ,使 用されたうら紙1,407gの 分 は新 しいコピー用紙

として導入される必要があり,導 入部と送出部の双方に

おいて環境に対する余分の負荷が加わっていたことにな

る。導入部では10(1407/(9115+5393))%の 負荷の増

加 となり,送 出部の資源化される紙類では180(2310/

1259)%の 負荷の増加 となる。立ち木に換算すると8.6

本/年 に相当 し,そ れだけの環境負荷を低減 したこと

が具体的に示された。 このように物質収支の実態を明 ら

かにすることは,基 礎的なデータとして重要であること

がわかる。

3.6知 的生産物原単位

環境収支簿記の一つ の特長は,送 出項目の中に生産物

が含まれていることである。シンクタンク ・コンサルタ

ント企業である 「オストランド社」では,そ の生産物は

物質そのものではな く情報であるため,そ の情報の載 っ

た紙類をここでは知的生産物と名付けて定量化し,議 論

した。どのような 「社会システム」においても,必 ず何

らかの生産物を産み出しており,と いうより,そ の生産

物を産み出すためにその 「社会 システム」が存在するの

であるから,生 産物を環境収支簿記に記帳することはき

わめて当然でもあり,重 要でもある。考えてみれば,こ

の生産物を産み出すために,幾 多の導入物を導入 し,数

.多 くのごみ類を排出しているのである。一般的なごみ類

についてはごみの組成分析 として各地で広 く実測されて

いるが,導 入物や生産物については本研究のように詳細

に計測 ・研究した例は少ないと思われる。

一般 に
,系 外に送出される各種廃棄物は,導 入される

原材料に比べて,高 エントロピー・になっているが,生 産

物はほかの送出物とは異なり,唯 一低エントロピーなも

のとして送出されている。このためか,こ れまでは生産

物(製 品)に ついては,環 境に与える負荷があまり考慮

されてこなかった。 しかし,製 品についてもそれが使用

された後には,い ずれ高エントロピーな廃物となるので

あるから,製 品においても生産段階で環境への負荷や環

境侵害を考慮 しておくことが必要になる。 これは環境監

査におけるアイテム監査や,そ れの一種であるライフサ

イクルアセスメント(LCA)と も関連 している。

したがって,生 産物の産出量を基準として,シ ステム

への導入 ・送出物量の多寡を考察することは重要な意味

があると考えられる。そこで,知 的生産物を指標 として

議論 ・評価を行うために,知 的生産物の重量を1原 単位

とした時の他の項目の単位数を計算 し,こ れをFig.8

に流 れ図 として示 した。これよると知的生産物を1単 位

生産するのに対 して,そ の直接的な物質面での材料であ

るコピー用紙 は5.2単 位必要 としていることになる。 こ

れは導入されたコピー用紙のうち知的生産物になった1

単位を除 くと,残 りの4.1単 位 は最終的には不要になっ

たことを意味 している。また,知 的生産物1単 位を作る

のに対 して,そ の情報面での材料である導入資料と配送

物の合計は2.3単 位 を必要 としている。情報面では,そ

の質や内容の重複などについても考慮すべきではあるが,

ここではその情報の載った紙類の重量をもとに比較 ・解

釈 してみると,オ ストランド社では2.3単 位の導入情報

量から1単 位の情報量の生産物を産出 していることにな

Fig.8 Flowchart of the Papers(units of informative product)on 11th November.
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る。これはほかの社会システムにおいても実測して比較

できれば興味深いであろう。

知的生産物1単 位 に対 して,う ら紙の発生量は0.83

単位,う ら紙の使用量は0.51単 位 であった。 また,知

的生産物1単 位の産出にあたって,焼 却する紙類は0.88

単 位,資 源化 される紙類は0.45単 位であり,そ の合計

は1.3単 位 であった。1.3倍 の紙類の廃物を送出するこ

とを伴って,1単 位の知的生産物を送出できたことにな

る。多くの事務系オフィスにおいて環境監査を行い,こ

のような知的生産物原単位に関わるデータを多 く得るこ

とができれば,そ の企業体,組 織体が他と比べて環境に

与える負荷がどれほど多いか少ないかを評価 ・比較する

ことができる。

上で述べたような生産物原単位という考え方は基本的

には事務系オフィスに限らず,ど のような社会システム

に対 しても応用可能な考え方であり,そ の社会 システム

が環境に対 して与える影響を比較するための一つ の客観

的な指標になりうるものである。特に同じ種類 ・形態の

業種であれば直接的に比較が可能である。 もちろん生産

物の質的な面での相違を考慮 し,そ れをどのように評

価 ・検討するかはこれか らの課題であるが,現 段階にお

ける第一ステップとして,こ の生産物原単位という考え

方は一つ 指標として充分有効なものと考えられる。

4.ま と め と 提 言

環境監査終了後に,社 内で環境監査研究会のメンバー

を中心に最終 ミーティングをもち,途 中経過等の発表を

行い,今 後に資するための議論 ・考察を行った。これら

の議論 ・考察や本環境監査実施のデータを踏まえて,環

境負荷を低減するためのいくつかの提案を行った。

・上質紙と再生紙とがほぼ半々で使用されていたが
,こ

れを思い切ってすべてを再生紙に転換する。 これによ

り,木 材の消費を減らし,森 林資源を守れるだけでな

く,CO2の 発生も抑制できる。 また,・紙の原料とし

て,古 紙を利用すると,木 材か らパルプを作り,そ れ

から紙を作る時に比べ,電 力 ・水等の トータルコスト

をおよそ1/3に 減 らすことができる13)。この場合,

再生紙にするとコピー機に紙詰まりが起きやすくなる

ことが指摘 されているが,こ の真偽を確認 し場合に

よっては,こ れを乗り越える方策を考える必要がある。

・導入部のうち,送 付 されてくるものの要 ・不要を判別

し,不 要物を減少 させる工夫(DMを 受 け取 らないな

ど)を する。

・今回の実態調査によると,う ら紙が過剰に発生する傾

向があるので,う ら紙排出を極力減らすよう最小限の

印刷 量 で済 ます 。 印 刷 ミス を しな い。

・発 生 した う ら紙 は,社 内 で 有 効 に 活 用 す る シ ス テ ム

(う ら紙 を コ ピー機 に入 れ て お くな ど)を 考 え る。

・報 告 書 な ど は,極 力 両 面 コ ピー を用 い るよ うに す る。

・焼 却 され る紙 類 が 資 源化 され る紙 類 とほ ぼ等 しい こ と

が わ か った が,焼 却 され る紙 類 の組 成 調 査 を行 い,で

き るか ぎ り資源 化 さ れ る紙 類 と して排 出す る。

本 研 究 で は,初 め て環 境 監 査 を 行 う企 業 に対 して,そ

の方 法 につ い て予 備 実 験,企 業 訪 問 等 の 初 期 段 階 か らス

タ ー トした。 実 際 に行 って み て 監 査 後 の 社 内 の反 響 を判

断 す る と,総 じて 有 意 義 ・効果 的 で あ った こ とが わ か っ

た 。 現 在 は環境 監 査 につ い て法 的 な義 務 も無 く,そ の実

施 は各 企業 の 自由 意志 に任 され て い る の で,環 境 監 査 を

行 って い る,あ る い は行 お うと して い る企 業 は比 較 的 に

少 な い14,15)。今後 は,環 境 監 査 を行 う企 業 は制 度 化 ・法

制 化 と もか らみ増 加 して くる はず で あ るが,現 段 階 で は

環 境 に関 わ る意 識 の 高 い経 営 者 の い る企 業 で の み環 境 監

査 が 実 施 され て い る と い うの が 実 態 で あ る。 今後 は どの

よ う な企 業 にお い て も,あ るい は企 業 の み な らず,自 治

体 や 学 校,家 庭 な ど に お い て も,そ の 系(社 会 シ ス テ

ム)に 見 合 った形 式 ・態 様 で の環 境 監 査 が な され る必 要

が あ り,制 度 化 の進 展 と も相 ま っ て環 境 収 支 簿 記 を基 礎

と した環 境 監 査 が広 く行 き渡 り,地 球 環 境 保 全 に少 しで

も役 立つ こ と を念 願 して い る。
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Abstract

An environmental audit was performed for an office (a social system) selected as an experimen-

tal system, based on the concept that the•gsystem•hand the•genvironment•hare clearly separated. In this 

study a useful model for an environmental audit was represented by having a concrete method to be 

carried out.

In the office, the weight of incoming material (information-based materials, incoming copy 

paper and deliveries) and of outgoing material (information-based products, paper to be recycled 

and paper to be burned), were measured in 5-12th on November, 1993. One-sided papers both 

produced and consumed were figured in detail at a circulation part of the office. The en-

vironmental balance accountings, basic data of the environmental audit, were presented from the 

values measured. The environmental balance accounting, a balance sheet for material and 

energy that come and go between a social system and the environment, correspond to a balance 

sheet in the financial audit.

 After the environmental performance of this model system was evaluated by the en-

vironmental balance accounting, some proposals were presented for the reduction of en-

vironmental disadvantage. This environmental balance accounting is not a special model being 

applied to only a special social system, but appeared to be a common model being applied to 

every common social system in the world. 

Key words : environmental audit, system and environment, social system, incoming and outgoing

 parts, environmental balance accounting
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